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さ
い
た
ま
市
は
、
平
成
十
三
年
に
浦

和
、
大
宮
、
与
野
の
旧
三
市
の
合
併
に

よ
り
誕
生
し
た
。
埼
玉
県
の
県
庁
所
在

地
で
あ
り
、
平
成
十
五
年
に
は
政
令
指

定
都
市
へ
移
行
。
平
成
十
七
年
に
は
岩

槻
市
と
も
合
併
し
た
。
面
積
は
約
二
一

七
㎢
。
人
口
は
、
さ
い
た
ま
市
誕
生
以

来
増
加
し
続
け
て
お
り
、
約
百
三
十
一

万
人
（
令
和
元
年
十
月
一
日
現
在
）
と

な
っ
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
の
概
況

　
さ
い
た
ま
市
Ｓ
Ｃ
は
、
行
政
合
併
に

伴
い
旧
四
市
の
セ
ン
タ
ー
が
統
合
し
、

現
在
の
組
織
と
な
っ
た
。

　
平
成
三
十
年
度
の
会
員
数
は
五
千
百

四
十
一
人
で
、
前
年
度
よ
り
五
十
五
人

増
加
。
男
性
会
員
は
わ
ず
か
に
減
少
し

た
が
、
女
性
会
員
が
六
十
人
増
加
し
た
。

こ
れ
は
、
女
性
向
け
入
会
説
明
会
の
開

催
を
増
や
し
た
こ
と
や
、
女
性
会
員
の

交
流
の
場
と
し
て
女
子
会
を
開
催
し
た

こ
と
な
ど
の
成
果
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
平
成
三
十
年
度
の
契
約
金
額
は
約
十

八
億
九
百
七
十
四
万
円
（
前
年
度
比
約

二
千
七
百
三
十
万
円
増
）。こ
の
う
ち
労

働
者
派
遣
事
業
が
約
一
億
二
百
六
十
万

円
（
前
年
度
比
約
二
千
五
百
六
十
万
円

増
）
と
な
っ
て
い
る
。

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
ゆ
み

　
同
セ
ン
タ
ー
の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
ゆ
み
（
以
下
、「
あ
ゆ
み
」）は
、
令
和

元
年
度
の
「
社
会
参
加
活
動
事
例
」（
内

閣
府
）
に
選
定
さ
れ
た
。

　
「
あ
ゆ
み
」
は
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
聴
き
手
と
な
る
た
め
の
養
成
講
座

を
修
了
し
た
会
員
が
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、

市
内
の
高
齢
者
施
設
お
よ
び
高
齢
者
や

障
が
い
を
持
つ
人
の
住
ま
い
へ
の
傾
聴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訪
問
活
動
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
民
対
象
の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
を
開
講
し
、
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
者
の
養
成
に
努
め
、
仲

間
の
輪
を
広
げ
て
い
る
。

　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
傾
聴
に

つ
い
て
学
ん
だ
人
た
ち
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
か
ら
話
す
機
会
が
少
な
い
高
齢

者
な
ど
の
話
を
聴
く
活
動
。
相
手
の
話

し
て
い
る
内
容
を
批
判
せ
ず
、
そ
の
ま

ま
受
け
止
め
て
、
相
手
の
気
持
ち
を
し

っ
か
り
聴
く
。
話
す
相
手
の
心
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
た
り
、
安
心
感
が
持
て
た

り
す
る
よ
う
に
つ
な
げ
て
い
く
。
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　傾聴を通して、話した人も、聴かせてもらった人も元気
になる。そうした触れ合いの輪を広げようと、さいたま市
ＳＣでは平成18年に、会員有志で「傾聴ボランティアあゆ
み」を発足。傾聴の技術を習得した会員が聴き手となり、
話す機会の少ない高齢者などの話を聴くボランティア活動
を続けている。この取り組みが認められ、令和元年度の「社
会参加活動事例」（内閣府）に選定された。

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
継
続
し

支
え
合
う
喜
び
を
地
域
に
広
め
る

公
益
社
団
法
人

さ
い
た
ま
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
埼
玉
県
）
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傾
聴
活
動
の
始
ま
り
は
、
ア
メ
リ
カ

で
一
九
七
〇
年
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

シ
ニ
ア
・
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が

原
点
と
い
わ
れ
る
。

　
そ
の
理
念
な
ど
を
基
に
し
て
、
日
本

で
も
二
十
年
ほ
ど
前
か
ら
特
定
非
営
利

活
動
法
人
ホ
ー
ル
フ
ァ
ミ
リ
ー
ケ
ア
協

会
（
現
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
）
が
中
心
と

な
っ
て
聴
き
手
の
養
成
講
座
を
開
い
て

お
り
、
活
動
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
「
あ
ゆ
み
」
で
は
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
り
、﹃
話
し
相
手
を
求
め
る
高
齢

者
や
障
が
い
者
ら
の
お
相
手
を
し
、
話

を
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
方
に
元
気
に

な
っ
て
い
た
だ
き
、
心
の
ケ
ア
や
介
護

予
防
支
援
の
一
助
と
な
る
こ
と
﹄
を
期

待
し
て
い
る
。
ま
た
、﹃
話
を
聴
か
せ
て

い
た
だ
い
た
会
員
も
、
い
ろ
い
ろ
な
人

生
経
験
や
人
生
観
を
知
る
こ
と
で
、
元

気
や
勇
気
を
い
た
だ
け
る
。
同
じ
地
域

に
住
む
、
会
員
と
ご
利
用
者
で
あ
る
高

齢
者
や
障
が
い
者
ら
と
が
寄
り
添
い
、

住
民
同
士
で
支
え
合
う
地
域
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
で
あ
り
、「
あ
ゆ
み
」
の
会
員

の
生
き
が
い
活
動
で
も
あ
る
﹄
と
考
え
、

活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
る
。

発
足
か
ら
現
在
ま
で
の
経
緯

　
「
あ
ゆ
み
」
が
発
足
し
た
の
は
平
成

十
八
年
。
き
っ
か
け
は
、
家
事
援
助
サ

ー
ビ
ス
の
就
業
会
員
か
ら
「
高
齢
者
は

家
事
の
仕
事
も
お
願
い
し
た
い
が
、
本

当
は
話
し
相
手
を
求
め
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
話
し
相
手
と
な
っ
て
も
っ
と

役
立
ち
た
い
」
と
い
う
声
が
上
が
っ
た

こ
と
。
家
事
援
助
担
当
の
職
員
が
対
応

を
模
索
す
る
中
で
出
合
っ
た
の
が
、
傾

聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
っ
た
。
そ
し
て
、

家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
就
業
会
員
の
有
志

が
、
外
部
の
専
門
講
師
に
よ
る
傾
聴
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
講
座
を
受
講
し
、
具
体

的
な
活
動
に
向
け
た
検
討
を
開
始
。
同

年
三
月
に
グ
ル
ー
プ
名
称
を「
あ
ゆ
み
」

に
決
定
し
、
八
月
に
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
講
座
を
受
け
た
五
十
五
人
で
始
動

し
た
。

　
ま
ず
、
家
事
援
助
担
当
の
職
員
が
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
な
ど
に
活
動
内
容
を
説
明
し
、

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
訪
問
先
の
紹
介

を
依
頼
。
ま
た
、
高
齢
者
施
設
を
訪
ね

て
説
明
を
行
い
、
活
動
の
場
を
広
げ
て

い
っ
た
。

　
平
成
二
十
年
度
に
は
、
さ
い
た
ま
市

か
ら
受
託
し
て
い
た
市
民
向
け
講
習
会

の
一
つ
と
し
て
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
市

と
連
携
し
て
企
画
提
案
方
式
事
業
に
よ

り
、
六
十
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
し

た
養
成
講
座
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
を

開
催
。
養
成
講
座
修
了
者
に
は
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
会
を
働
き
掛

け
て
、セ
ン
タ
ー
の
会
員
も
、「
あ
ゆ
み
」

の
登
録
会
員
も
増
え
て
い
っ
た
。

　
本
誌
で
は
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月

さいたま市内の高齢者施設で、利用者の話に耳を傾けるさいたま市ＳＣの「傾
聴ボランティアあゆみ」
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号
の
「
誌
上
パ
ー
テ
ィ
ー
」
で
も
こ
の

活
動
を
紹
介
。同
年
九
月
の
「
あ
ゆ
み
」

の
登
録
会
員
数
は
百
二
十
五
人
。
訪
問

活
動
は
、
個
人
宅
約
四
十
件
、
施
設
五

か
所
で
あ
っ
た
。
当
時
は
セ
ン
タ
ー
事

務
局
で
活
動
を
支
え
て
い
た
が
、「
あ
ゆ

み
」
で
自
主
的
な
運
営
が
で
き
る
よ
う

に
、
こ
の
頃
か
ら
代
表
や
リ
ー
ダ
ー
を

配
置
す
る
な
ど
し
て
、
組
織
づ
く
り
に

注
力
し
て
い
っ
た
。そ
の
後
、「
あ
ゆ
み
」

の
専
任
担
当
者
（
事
務
局
）
を
置
い
て
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

現
在
の
活
動
状
況

　
令
和
元
年
八
月
三
十
日
現
在
、「
あ
ゆ

み
」
の
登
録
会
員
は
、
開
始
当
初
の
約

三
倍
に
当
た
る
三
百
四
十
一
人
に
ま
で

増
加
。
そ
の
約
八
割
が
女
性
で
あ
る
。

活
動
は
一
件
に
つ
き
月
二
回
、
一
回
一

時
間
程
度
で
、
個
人
宅
へ
は
約
七
十
軒
、

高
齢
者
施
設
へ
は
四
十
六
か
所
を
訪
問
。

毎
月
の
延
べ
訪
問
人
数
は
七
百
人
を
超

え
る
。
ほ
ぼ
毎
日
、
個
人
宅
や
施
設
を

訪
問
し
て
い
る
状
況
だ
。
こ
の
ほ
か
、

行
政
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
福
祉
団
体

等
へ
の
協
力
活
動
と
し
て
、
傾
聴
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
講
師
を
担
う
こ

と
も
あ
る
。

　
「
あ
ゆ
み
」
事
務
局
で
は
、
会
員
の

太
田
順
治
さ
ん
が
専
任
担
当
者
と
し
て

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
社
会
福

祉
協
議
会
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
連
携
し
て
、
傾
聴

を
希
望
す
る
高
齢
者
や
施
設
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会
員
を
結
ん
で
い
る
。

　
個
人
宅
へ
の
訪
問
を
始
め
る
際
は
、

太
田
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
、
紹
介
者
の
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
含
め
た
四
者
で
面
談
し
、

活
動
内
容
や
守
秘
義
務
の
確
認
な
ど
を

行
い
、
開
始
す
る
。

　
施
設
訪
問
は
、
一
対
一
で
話
を
聴
く

傾
聴
の
ほ
か
、
施
設
の
要
望
に
よ
り
グ

ル
ー
プ
で
傾
聴
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。

施
設
訪
問
に
つ
い
て
は
、
約
八
十
人
の

施
設
リ
ー
ダ
ー
が
訪
問
施
設
で
の
円
滑

な
活
動
の
役
目
を
担
っ
て
い
る
。

　
さ
い
た
ま
市
Ｓ
Ｃ
で
開
催
し
て
い
る

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
は
、
八

日
間
（
全
四
十
時
間
）
の
日
程
で
年
一

回
実
施
し
、「
あ
ゆ
み
」
が
運
営
を
担
当
。

日
本
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
か
ら
講

師
を
招
い
て
、
傾
聴
の
基
本
知
識
や
技

術
を
学
び
、
話
し
手
・
聴
き
手
の
役
を

決
め
て
多
様
な
事
例
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

ン
グ
を
行
う
。

　
令
和
元
年
六
月
に
開
催
し
た
講
座
に

は
、
四
十
五
人
の
定
員
に
対
し
七
十
人

以
上
が
応
募
、
四
十
六
人
の
市
民
が
受

講
し
て
四
十
四
人
が
修
了
し
た
。
こ
の

う
ち
三
十
九
人
が
さ
い
た
ま
市
Ｓ
Ｃ
に

入
会
し
て
、「
あ
ゆ
み
」
で
活
動
を
開
始
。

入
会
時
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
だ

け
で
な
く
、
就
業
す
る
こ
と
も
了
承
を

得
て
い
る
。

研け
ん
さ
ん鑽
と
交
流
を
重
ね
て

　
相
手
の
話
を
し
っ
か
り
聴
く
こ
と
は

意
外
と
難
し
い
。
そ
こ
で
「
あ
ゆ
み
」

で
は
、
自
己
流
に
な
ら
な
い
よ
う
に
技

術
向
上
、
あ
る
い
は
基
本
に
立
ち
返
る

機
会
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
を

対
象
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
を
年
二
回

実
施
し
、
三
年
に
一
度
は
受
講
す
る
こ

と
を
促
し
て
い
る
。

　
年
二
回
の
実
施
の
う
ち
、
一
回
は
日

本
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
に
依
頼
し

て
、
も
う
一
回
は
ベ
テ
ラ
ン
会
員
を
中

心
に
自
主
運
営
し
て
い
る
。

　
「
楽
し
む
気
持
ち
が
な
い
と
続
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
無
理
の
な
い
範

囲
で
参
加
す
る
〝
ゆ
る
ボ
ラ
〟
を
提
唱

し
て
い
ま
す
」
と
太
田
さ
ん
は
話
す
。

学
び
を
大
切
に
す
る
と
同
時
に
〝
緩
く
、

楽
し
く
続
け
て
い
こ
う
〟
と
呼
び
掛
け

て
い
る
。

　
活
動
を
し
て
い
る
と
、
傾
聴
対
応
で

「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
ゆ
み
」
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
太
田
順
治
さ
ん



特集
〈事例〉

15 月刊シルバー人材センター 2019.12

の
悩
み
や
力
不
足
を
感
じ
る
こ
と
も
あ

る
た
め
、
仲
間
と
交
流
し
て
互
い
に
学

び
、
気
持
ち
を
通
わ
せ
る
こ
と
も
「
あ

ゆ
み
」
で
は
大
事
に
し
て
い
る
。

　
施
設
で
の
傾
聴
対
応
後
は
反
省
会
を

開
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
同
士
で
対

応
が
難
し
か
っ
た
こ
と
や
気
に
な
っ
た

こ
と
な
ど
を
話
し
合
う
。
個
人
宅
へ
の

訪
問
は
一
人
で
行
う
た
め
、
個
人
宅
関

係
者
会
議
（
年
一
回
）
を
開
い
て
話
し

合
う
場
を
設
け
て
い
る
。
ほ
か
に
も
、

全
体
会
議
（
年
二
回
）、役
員
会
議
（
年

一
回
）、地
区
会
議
（
四
地
区
、
各
年
四

回
）
な
ど
を
実
施
。
会
員
へ
の
連
絡
や

情
報
共
有
と
し
て
四
半
期
ご
と
に
「
あ

ゆ
み
通
信
」
の
発
行
、
親
睦
バ
ス
旅
行

や
新
年
交
流
会
、
近
隣
市
の
傾
聴
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
交
歓
会
な
ど
も
随

時
行
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
交
流
を
続
け
る
中
、「
あ
ゆ

み
」
の
有
志
が
二
年
前
、「
傾
聴
あ
ゆ
み

ア
イ
リ
ス
」
を
結
成
し
、
地
域
の
催
し

や
施
設
な
ど
で
手
話
ダ
ン
ス
を
披
露
す

る
、
新
た
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
始

ま
っ
た
。

地
域
に
根
付
か
せ
、
広
め
た
い

　
「
あ
ゆ
み
」
の
事
務
局
に
は
、「
聴
い

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」「
気
持
ち
が
す

っ
き
り
し
た
」
な
ど
の
感
謝
の
言
葉
が

利
用
者
や
家
族
、
施
設
の
職
員
か
ら
多

数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
太
田
さ
ん
は
「
傾
聴
を
重
ね
る
う
ち

に
、
お
相
手
の
表
情
が
だ
ん
だ
ん
明
る

く
な
っ
た
、
身
の
上
話
な
ど
も
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
経
験
か
ら
、

自
分
が
役
に
立
っ
て
い
る
と
実
感
し
ま

す
。
そ
れ
が
、
私
た
ち
の
や
り
が
い
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
活
動
す
る
会
員

も
元
気
を
も
ら
え
ま
す
よ
」
と
話
す
。

　
今
回
受
章
し
た
社
会
参
加
章
は
、
平

成
二
十
八
年
の
さ
い
た
ま
市
社
会
福
祉

大
会
「
市
長
表
彰
」、平
成
二
十
九
年
の

全
国
社
会
福
祉
大
会
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

功
労
賞
」（
厚
生
労
働
大
臣
賞
）
に
続
い

て
の
栄
誉
だ
。

　
「
活
動
実
績
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
は

光
栄
で
、身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
」

と
太
田
さ
ん
。

　
太
田
さ
ん
は
「
あ
ゆ
み
」
の
事
務
方

や
活
動
の
ま
と
め
役
と
し
て
活
躍
し
な

が
ら
、
自
ら
も
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

訪
問
を
行
っ
て
い
る
。
家
具
の
組
み
立

て
や
草
取
り
な
ど
、
セ
ン
タ
ー
の
就
業

も
し
て
い
る
。
ま
た
、
埼
玉
県
が
取
り

組
む
「
地
域
デ
ビ
ュ
ー
楽
し
み
隊
」
の

隊
員
と
し
て
も
活
動
す
る
な
ど
毎
日
多

忙
だ
が
、「
同
じ
志
を
持
っ
て
い
る
か
ら

か
、
気
の
合
う
人
が
多
い
で
す
」
と
、

「
あ
ゆ
み
」
の
仲
間
と
過
ご
す
時
間
を

楽
し
げ
に
話
し
た
。

　
そ
し
て
、「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
地

域
に
根
付
か
せ
、
も
っ
と
広
め
た
い
。

人
と
話
す
こ
と
で
多
少
な
り
と
も
元
気

に
な
る
人
が
増
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
」

と
笑
顔
を
見
せ
、「
あ
ゆ
み
」
の
仲
間
も
、

さ
ら
に
増
や
し
て
い
き
た
い
と
明
る
く

希
望
を
語
っ
た
。

（
増
山
美
智
子
）

事業運営状況 （平成26年度～平成30年度）

年度 会 員 数 粗入
会率

就業実人員
（延人員）

就業
率

受注
件数 契約金額 公民比男 女 計

人 人 人 ％ 人
（人日） ％ 件 千円 ％

平26 3,581 1,424 5,005 1.4 3,947
（442,562） 78.9 18,421 1,681,130 11.4/88.6

27 3,508 1,406 4,914 1.4 4,017
（445,344） 81.7 18,650 1,732,044 11.5/88.5

28 3,681 1,542 5,223 1.5 4,019
（449,689） 76.9 18,740 1,753,215 10.7/89.3

29 3,551 1,535 5,086 1.4 3,978
（452,870） 78.2 19,033 1,782,434 11.0/89.0

30 3,546 1,595 5,141 1.4 3,916
（446,710） 76.2 18,931 1,809,737 10.9/89.1

※受注件数、就業延人員、契約金額は請負・委任と労働者派遣事業を合計した数値
※就業実人員は平成29年度まで請負・委任、30年度は請負・委任と労働者派遣事業が対象

傾聴ボランティアあゆみの活動仲間で結成した「傾聴あゆ
みアイリス」の手話ダンス


